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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

広
告

「フラダン」
「ニット帽の天使」
プロイスラーの

クリスマス物語

「私の「貧乏物語」」
これからの希望を

みつけるために

古内　一絵／作
小峰書店

オトフリート・プロイスラー／作
さ・え・ら書房

岩波書店編集部／編
岩波書店

女子率100％のフラダンス愛好会
“アーヌエヌエ・オハナ”に集めら
れた４人の男子高校生。その目的は
男女混合によるフラガールズ甲子園
出場だった！震災から５年後の福島
を舞台に描くとびきりの笑顔と涙の
青春ストーリー。

クリスマスの夜。わんぱく小僧や、成
績がいまいちの生徒にも、パン職人の
見習いとして働きづめの若者や、土産
物屋を切り盛りする貧しいおばあさんに
も、思いがけない奇跡が起こります－。
著者が故郷であるボヘミアを舞台に物
語る７つのクリスマス・ファンタジー。

日本では非正規雇用比率が4割を越
え、セーフティネットが手薄なまま、
若者、女性、高齢者などが貧困や孤
立にあえいでいる。そんななか生き
る希望やヒントはあるのか。各界の
36名が体験的に綴る「貧乏物語」
から探る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書
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雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

冬
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

冬
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
雪
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
！

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
雪
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
い
方
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
か
ら
県
立

病
院
お
よ
び
福
井
大
学
医
学
部
付

属
病
院
ま
で
の
道
路
は
、
積
雪
５

㎝
で
除
雪
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

　

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当

す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
長
寿
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

● 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認

し
、
除
雪
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
漏
水
し
た
場
合
は
、 

水
道

メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
ま
す
）

● 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

● 

長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、

給
水
中
止
の
手
続
き
を
と
る

か
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

● 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
員
の
募
集
と
ご
紹
介

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

緊
急
患
者
の
搬
送
支
援

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

雪に対する雪に対するルールルールととマナーマナーを守りましょうを守りましょう
●大雪警報などが発表されたときは、外出を控える
●除雪の妨げになるため、路上駐車はしない
●マイカーを控え、公共交通機関を利用する
●融雪のために水道水を使うことは控える
●排雪された道路への雪の投げ入れはしない

●地域ぐるみで除排雪を行う

● 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械による
事故に注意する

●防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

● 開いた投雪口（グレーチングなど）には必ず赤
旗などを立て、使用後は確実に閉じる

雪捨て場の開設について
　下記のとおり雪捨て場所を指定します。常時ではなく
積雪の状況により開設を行いますので、市ホームページ
をご覧いただくか、建設課までお問い合わせください。
①勝 山 橋　　九頭竜川上流（右岸）
　　　　　　　立石線つきあたり
②滝波新橋　　滝波川上流（左岸）
③荒 鹿 橋　　九頭竜川下流（左岸）
④天 王 橋　　岩屋川下流（左岸）

<お問い合わせ先>
■水路の雪詰まり
　消防署 ☎88 ｰ 0400
■道路の除雪、雪捨て場の開設
　建設課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8107
■除雪作業員の登録・紹介
　総務課（市役所2階） ☎88 ｰ 1116
■屋根雪下ろしの助成金
　健康長寿課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
■水道関係
　上下水道課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8109

水道メーターと止水栓
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勝山市長選挙

山岸正裕氏 5期目の当選 初登庁山岸正裕氏 5期目の当選 初登庁
　11月27日に行われた任期満了に伴う、勝山市長選
挙で現職の山岸正裕氏（71）＝元町３＝が５期目の
当選をしました。任期は12月26日からの４年間です。
　山岸市長は、これからの4年間の目標を
「小さくてもキラリと光る
誇りと活力に満ちた　ふるさと勝山の新たな創生」
と位置づけ、ふるさと勝山市を次世代に繋げていく
市政推進を目指します。

勝山市長選挙開票結果
山岸正裕（71）　＝元町３＝　　　　6,546票
松村治門（48）　＝北郷町坂東島＝　6,335票

（敬称略）

　有権者数　20,550人　　 投票者数　13,019人
　投 票 率　63.35％　　　無 効 票　138票

中
心
と
な
る
施
策
に
つ
い
て

　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す

新
た
な
政
策
を
推
進
し
、
そ
の
受
け

皿
と
な
る
企
業
誘
致
、
起
業
支
援
、

意
欲
あ
る
事
業
者
、
農
林
業
者
を
支

援
し
て
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
供
か
ら
若
い

人
、
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
市
民

が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、
と
き
め
き
に
満

ち
た
ま
ち
を
つ
く
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
ま
す
。

● 

勝
山
市
の
特
性
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
、
起
業
支
援
、
農
林
業
を
支

援
し
て
魅
力
あ
る
雇
用
を
つ
く
る

● 

U
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す

新
た
な
取
り
組
み
を
つ
く
る

● 

子
育
て
環
境
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
福
祉
な
ど
、
安
全
安
心
な
ま
ち

を
つ
く
る

● 

ジ
オ
パ
ー
ク
、
恐
竜
化
石
な
ど
、

環
境
と
景
観
を
大
切
に
し
た
ま
ち

を
つ
く
る

新
市
議
会
議
員
紹
介

　

市
長
選
挙
と
同
日
に
告
示
さ
れ
た

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、

久
保
幸
治
氏
（
62
）
＝
下
毛
屋
＝
が

無
投
票
で
初
当
選
し
ま
し
た
。

久保幸治氏
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救急医療情報キット

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
次

の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安
心
で

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対 　

象
▼　

65
歳
以
上
か
つ
要
介

護
２
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方

で
、
常
時
車
椅
子
を
使
用
ま
た

は
寝
た
き
り
の
方

助 　

成
▼
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
初
乗
り
料
金
。
年
間
36

回
ま
で

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
が
い
る
世
帯

費 　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）
３
０

０
円

※
一
冬
期
間
６
回
以
内

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
（
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ル
）
を

設
置
し
ま
す
。

生
活
を
援
助

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

タ
ク
シ
ー
の

初
乗
り
料
金
を
助
成
し
ま
す

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者

と
し
て
市
の
名
簿
（
福
祉
票
）

に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
の
世
帯

費 　

用
▼
無
料
（
た
だ
し
通
話
料

は
自
己
負
担
）

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
日

中
の
み
高
齢
者
世
帯
も
含
む
）に
、

無
料
で
救
急
キ
ッ
ト
（
自
宅
で
の

緊
急
時
に
、
救
急
隊
に
医
療
情
報

な
ど
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
）

を
配
布
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
内
の
分

か
り
や
す
い
場
所
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

緊
急
時
に
備
え
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た

見
守
り

屋
根
雪
下
ろ
し
の
助
成

玄
関
前
の
除
雪
を手

助
け
し
ま
す

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
５
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の
名
簿

（
福
祉
票
）
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

か
つ
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
な

ど
、
市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

助 

成
金
▼
１
回
に
つ
き
８
０
０
０
円

※ 

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に

よ
っ
て
は
４
回
以
内

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

12
月
31
日
現
在
で
介
護
保
険
の

要
支
援
２
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
１
月
下
旬

に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

障 

害
者
控
除
の
区
分
▼

• 

要
支
援
２
、
要
介
護
１
・
２
↓

障
害
者
控
除

• 

要
介
護
３
〜
５
↓
特
別
障
害
者

控
除

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

障
害
者
控
除
の
認
定

除

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て

血
圧
が
急
に
変
動
し
、
心
臓

や
血
管
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
こ
と
を
い
い
、
失
神
や

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。

　

寒
い
こ
の
時
期
、
浴
室
な

ど
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
救
急
件
数
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

⑴ 

脱
衣
所
や
ト
イ
レ
を
小
型
の
暖
房

機
（
温
風
式
）
で
暖
め
る

⑵ 

シ
ャ
ワ
ー
で
浴
室
全
体
を
暖
め
る

⑶ 

食
事
の
直
後
や
飲
酒
時
の
入
浴
は

控
え
る

⑷ 

お
風
呂
に
入
る
前
に
水
分
を
と
る

⑸ 

お
風
呂
に
入
る
と
き
は
足
元
か
ら

徐
々
に
お
湯
を
か
け
、
体
を
慣
ら
す

⑹ 

家
族
が
「
湯
か
げ
ん
ど
う
？
」
な

ど
時
々
、
声
か
け
を
す
る

⑺ 

高
齢
者
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
の
人
は
注
意
が
必
要

問   

消
防
署 

☎
88
‐
０
4
0
0

ヒートショックに注意しましょう

緊急通報システム
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成28年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
58.2%

27.8%

17.3%

15.1%

0.0%

51.4%

32.4%

100.0%

62.0%

47.9%

32.2%

47.2%

20.7%

16.8%

29.3%

7.5%

0.0%

100.0%

3.4%

0.0%

42.1%

16億3,268万円

4,005万円

104万円

317万円

0万円

2億3,648万円

874万円

604万円

23億3,539万円

170万円

5,014万円

5,511万円

3億2,292万円

1億9,498万円

315万円

411万円

0万円

4億8,094万円

1,851万円

0万円

53億9,515万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億6,782万円

21億8,061万円

37億1,214万円

6億2,194万円

1億1,293万円

7億6,486万円

8億9,402万円

14億2,189万円

3億5,360万円

14億6,105万円

11億2,068万円

331万円

128億1,485万円

51.9%

38.3%

38.2%

20.5%

96.1%

33.6%

52.1%

23.2%

41.9%

32.8%

45.7%

0.0%

37.2%

8,702万円

8億3,590万円

14億1,641万円

1億2,777万円

1億851万円

2億5,716万円

4億6,566万円

3億2,922万円

1億4,815万円

4億7,872万円

5億1,171万円

0万円

47億6,623万円

特別会計予算の執行状況

28億582万円

1億4,400万円

600万円

2,100万円

1,700万円

4億6,000万円

2,700万円

604万円

37億6,568万円

355万円

1億5,586万円

1億1,671万円

15億6,135万円

11億6,005万円

1,077万円

5,514万円

4億6,516万円

4億8,094万円

5億4,607万円

10億671万円

128億1,485万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,858万円 866万円 2,147万円
下 水 道 事 業 12億5,049万円 2億 175万円 3億5,229万円
簡 易 水 道 事 業 2億9,769万円 2,146万円 7,673万円
国 民 健 康 保 険 31億5,475万円 12億7,046万円 12億7,704万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億 897万円 1億 76万円 1億 391万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億2,699万円 11億5,109万円 11億6,605万円
介護サービス事業勘定 1,175万円 547万円 434万円

農業集落排水事業 1億6,232万円 1,460万円 6,797万円
市 有 林 造 成 事 業 6,734万円 133万円 1,021万円
特 別 会 計 合 計 81億2,888万円 27億7,558万円 30億8,001万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 28億 582万円
収入済額 16億3,268万円

12億 289万円
5億1,175万円
11億9,375万円
8億5,554万円
7,102万円
7,193万円

1億6,528万円
8,464万円
3,332万円
978万円

1億3,956万円
9,904万円

現　在　高
117億8,951万円
57億2,725万円
1億 345万円
14億5,323万円

4,114万円
191億1,458万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高117億8,951万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
15億5,249万円
33億9,634万円
2億9,311万円
2億5,734万円
1,300万円

3億2,793万円
2億6,177万円
2億3,220万円
54億5,533万円
117億8,951万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
87億 508万円
28億4,948万円
2億 815万円
2,360万円
320万円

割　合
73.8%
24.2%
1.8%
0.2%
0.0%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらう
ことで世代間の負担を公平にする効果があります。
市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行う
こととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策
事業などに充てています。9月末現在の残高は117億
8,951万円（前年同月末比9.6%の増）となっていま
すが、そのうち60.9%にあたる71億7,831万円が普
通交付税として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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　入院や外来などにおいて一部負担金額が高額
になった場合、限度額適用認定証（または限度
額適用・標準負担額減額認定証）を提示するこ
とで、一部負担金額を下記区分に応じた限度額
に抑えることができます。ただし食事代や差額
ベッド代、文書料などの保険診療外は限度額に
含まれません。
　なお、認定証は申請交付となりますので病院
などの窓口で自己負担額をお支払いする前に市

～自己負担限度額区分（月額）～
所得＊区分 限度額（3回まで） 4回目以降

ア 所得901万円超 25万2,600円
＋（総医療費－84万2,000円）×1% 14万1,100円

イ 所得600万円超
901万円以下

16万7,400円
＋（総医療費－55万8,000円）×1% 9万3,000円

ウ 所得210万円超
600万円以下

8万100円
＋（総医療費－26万7,000円）×1% 4万4,400円

エ 所得210万円以下
（住民税非課税世帯除く） 5万7,600円 4万4,400円

オ 住民税非課税世帯 3万5,400円 2万4,600円
＊所得とは総所得金額などから基礎控除額（33万円）を差し引いた額です 

役所に申請してください。
● 70 ～ 74歳の方も住民税非課税世帯であれば
限度額適用・標準負担額減額認定証を申請す
ることが可能です。上記世帯以外の方は、保
険証と高齢受給者証を提示すれば限度額適用
となります。ただし区分および計算方法が下
記とは異なりますので詳しくは市民課までお
問い合わせください

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金に加入することが義務付けられています。

●どんな時に国民年金に加入するの？
①20歳になったとき（厚生・共済年金加入者を除く）
※ 国民年金加入手続きの通知は、誕生月の前月
に日本年金機構よりご本人さま宛に届きます
②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金（基礎年金）は暮らしを支えます！
　老齢基礎年金は老後の生活を、障害基礎年金は
病気やケガで障害を負った方の生活を、遺族基礎
年金は加入者が亡くなったときに子のある妻また
は、子の生活をそれぞれ支えてくれます。
● 平成28年度国民年金保険料は月額1万6,260円
です
　保険料はまとめて先払い（前納）することで割
引される制度や、納付が困難な方のために納付猶
予・免除制度もありますので、ご相談ください。

　60歳を過ぎた方でも、「60歳から65歳未
満」の5年間、国民年金の保険料を納めること
で、老齢基礎年金額を増やせる「任意加入制度」
があります。
●任意加入できる方
① 日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方
　なお、加入できる期間は、60歳の誕生日の前日
から65歳の誕生月の前月末までです。申出を
行った日が加入日になり、さかのぼっての加入は
できません。
※納付方法は口座振替が原則となっています

年金の加入記録が確認できます！
　これまでの年金加入記録などが確認でき
る「ねんきんネット」をご利用ください。

限度額適用認定証をご利用ください！限度額適用認定証をご利用ください！

国民年金加入の国民年金加入の
　手続きをお忘れなく！　手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

国
保

年
金

問　市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 2316

20～ 59歳
の方

60～ 64歳
の方

70歳
未満の方

問　市民課（市役所1階） （☎88 ｰ 8102）

自己負担額の計算方法
①月ごと　②医療機関ごと　③
医科・歯科　④外来・入院ごと 
以上の４つにおいて、限度額を
超える場合に適用されます。

所得区分オ(非課税)の方は、認定
証を提示すると標準負担額（食
事代）が360円から210円へ減
額となります。
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平
成
29
年
度
・
30
年
度

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

お
よ
び
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
・
30
年
度
に
お
い

て
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

工
事
関
係
委
託
、
そ
の
他
委
託
、

物
品
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、

指
名
競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

と
お
り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認
の
上
、

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

す
る
の
で
、
必
ず
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
10
万
円

未
満
の
そ
の
他
委
託
、
物
品
等

お
よ
び
小
規
模
修
繕
の
場
合
は

適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
29
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
運
搬
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
等

④
物
品
等

文
具
、
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
通
信
機
器
、
消
防

機
器
、
機
械
器
具
、
車
両
類
、

燃
料
、
繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、

装
飾
、
看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
内
容
が
軽
易
で
か

つ
少
額
な
修
繕
契
約
（
原
則
と
し

て
１
件
の
金
額
が
50
万
円
未
満
）

を
希
望
す
る
市
内
に
本
店
を
有
す

る
法
人
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
事
業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大

し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
記
載
事
項
等
を
ご
確
認
の

上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
区
分
▼
次
の
２
つ

①
建
築
関
係

金
属
製
工
作
物
修
繕
、
木
製
造

作
修
繕
、
木
製
工
作
物
・
建
具

修
繕
、
左
官
修
繕
、
石
修
繕
、

屋
根
修
繕
、
溶
接
修
繕
、
板
金

修
繕
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
建
具

修
繕
、
塗
装
修
繕
、
防
水
修
繕
、

壁
・
天
井
、
床
、
カ
ー
テ
ン
修

繕
、
畳
修
繕

②
設
備
関
係

電
気
設
備
修
繕
、
空
調
設
備
修

繕
、
給
水
設
備
修
繕
、
排
水
・

衛
生
設
備
修
繕
、
ガ
ス
給
湯
設

備
修
繕
、
消
防
設
備
修
繕
、
石

油
給
湯
設
備
修
繕

申 

請
期
限
▼
１
月
31
日
㈫
ま
で

※ 

受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
、
土
日
祝
日
を
除
く

申 
請
方
法
▼
申
請
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外

業
者
は
郵
送
可
）

そ 

の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総

務
課
で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

申
請
方
法
に
つ
い
て

公
民
館
職
員
の
体
制
を
見
直
し
ま
す

公
民
館
職
員
の
体
制
を
見
直
し
ま
す

　

市
で
は
、
第
２
次
勝
山
市
行
財

政
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、「
公

民
館
職
員
の
嘱
託
化
」
の
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
各
地
区
の
公

民
館
運
営
審
議
会
や
区
長
会
へ
複

数
回
出
向
き
、
公
民
館
職
員
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
素
案
を
示

し
、
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
の
方
針
を
ご
理

解
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年
度
よ
り
順
次
、
職
員
の
嘱
託

化
を
行
い
ま
す
。

※ 

見
直
し
後
も
、
各
公
民
館
の
職

員
数
は
維
持
し
ま
す

　

新
体
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
段
階
を
踏
ん
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
計
画
年
度
１
年
目

　

１
人
目
の
嘱
託
主
事
を
採
用

し
、
正
職
員
の
主
事
と
と
も
に
事

務
を
行
い
な
が
ら
引
き
継
ぎ
を
受

け
る

◆
計
画
年
度
２
年
目

　

２
人
目
の
嘱
託
主
事
を
採
用

し
、
正
職
員
の
主
事
は
異
動
す
る

問 　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
１
４

公民館職員体制図

館長（嘱託・再任用、６時間勤務）
主事（正職員、7時間45分勤務）
社会教育指導員（臨時、5時間勤務）

館長（嘱託・再任用、６時間勤務）
主事（嘱託、7時間15分勤務）
主事（嘱託、7時間15分勤務）

現

新

新体制への移行スケジュール
計画年度

区域 Ｈ29・Ｈ30 Ｈ30・31 Ｈ31・32
南部区域 猪野瀬公民館 遅羽公民館 平泉寺公民館
中部区域 勝山公民館 野向公民館 村岡公民館
北部区域 荒土公民館 鹿谷公民館 北郷公民館
※ 平成29年度採用の嘱託主事の選考については、
　１月～２月を目処に公募、試験を行う予定です
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田
舎
暮
ら
し
体
験

田
舎
暮
ら
し
体
験

交
流
事
業
紹
介

交
流
事
業
紹
介

　

市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成

　

市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
2020
年
度
か

年
度
か

ら
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、「
勝
山
田

ら
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、「
勝
山
田

舎
暮
ら
し
体
験
応
援
倶
楽
部
キ
ラ
リ
（
以
下
、
キ
ラ
リ
）」
が

舎
暮
ら
し
体
験
応
援
倶
楽
部
キ
ラ
リ
（
以
下
、
キ
ラ
リ
）」
が

力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）　

☎

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）　

☎
8888
‐‐
８
１
０
６

８
１
０
６

■
キ
ラ
リ
と
は
？

　

キ
ラ
リ
は
平
成
27
年
４
月
に
設

立
さ
れ
た
団
体
で
、
田
舎
暮
ら
し

体
験
の
事
務
局
業
務
お
よ
び
勝
山

市
の
農
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
資
源
の
販
売
促
進
な
ど
を
行

い
、
更
な
る
地
域
活
性
化
を
目
指

す
団
体
で
す
。

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　

田
舎
暮
ら
し
体
験
と
は
、
都
会

か
ら
の
参
加
者
に
市
内
の
農
家
の

方
の
農
作
業
な
ど
を
手
伝
っ
て
も

ら
い
、
代
わ
り
に
食
事
と
宿
泊
先

を
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。
近
年

で
は
東
京
や
大
阪
な
ど
様
々
な
地

域
か
ら
年
間
１
０
０
人
以
上
の
方

が
田
舎
暮
ら
し
体
験
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
こ
は
い
い

場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た

来
た
い
で
す
。」、
受
入
先
か
ら
は

「
元
気
い
っ
ぱ
い
で
作
業
も
楽
し

く
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。」
と
、
双
方

が
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
11
月
末
現
在
で
１
３

５
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
平
成
20

年
か
ら
の
累
計
参
加
者
は
１
０
２

１
人
と
順
調
に
人
数
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
人
気
の
参
加
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
お
手

伝
い
で
す
。
地
域
別
で
は
、
北
は

宮
城
県
、
南
は
岡
山
県
か
ら
参
加

が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
方
の
参
加

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
滞
在
期

間
は
２
泊
３
日
の
参
加
が
多
い
で

す
が
、
長
期
休
暇
、
夏
休
み
を
利

用
し
た
１
週
間
以
上
の
滞
在
も
目

立
ち
ま
す
。
ま
た
、
日
帰
り
で
参

加
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　キラリでは、田舎暮らし
体験の受入れをしたいとい
う農家を募集しています。
詳しくは、キラリ事務局ま
でお問い合せください。
問　キラリ事務局
　　（農業政策課内）

　　☎88－8106

参加者の内訳（11月末現在）

年　代 人　数
10代未満 36
10代 11
20代 29
30代 22
40代 28
50代 2
60代 7
計 135

性　別 人　数
男 66
女 69
計 135

地　域 人　数
東　北 1
関　東 22
中　部 82
近　畿 5
中　国 3
海　外 22
計 135

職　業 人　数
社会人 91
学生 38
その他 6
計 135
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平成28年度人権啓発活動地方委託事業

ありがとうメッセージコンテスト
入賞作品

おかあさん へ
　いつもおこってくれてありが
とう。わらってくれるようにが
んばるね。
かたぎり　ぎんじろう より

（成器西小1年　片桐　銀持郎）

おかあさんがおこるのも愛情。
でも笑顔が一番うれしい。

お母さんへ
　いつもいそがしいのに話を聞
いてくれてありがとう。心がら
くになり学校にいけます。

ふじさわ　歩真より
（村岡小4年　藤澤　歩真）

お母さんに話すだけでも安心す
る。お母さんは最高のカウンセ
ラー。

おじいちゃんへ
　もう、としが来ているのに働
いてくれてありがとう。体に気
を付けて、家族を支えてね。

小林　大起より
（勝山北部中1年　小林　大起）
おじいちゃんの姿が人生のお手
本です。

おかあさんへ
　いつもおしごと
してかえってからたくさんお話
し聞いてくれてありがとう。

ななより
（平泉寺小2年　松田　菜奈）
今日のこと、おかあさんに聞い
てもらわなくては一日が終わり
ませんね。

おじいちゃんへ
　晴れの日も、雨
の日も見守り隊、ご苦労様。お
じいちゃんの顔が見えると安心
するよ。 ふうかより
（成器南小5年　出口　楓華）
降っても照っても。私たちを見
守ってくれるおじいちゃんのま
なざし…。ありがたいですね。

家族のみんなへ
　学校から帰っ
てみんなの顔が見えると、ホッ
コリします。家が一番大好きな
場所です。

ちひろより
（勝山北部中2年　笠松　千滉）
家族みんなの顔を見て充電。す
ばらしい家族ですね。

主人へ
　結婚して42年、
私はいつも暖かい日だまりの中
です。感謝しています。ありが
とう。

妻より
（長山2丁目　黄倉　博子）

いつも日だまりのような家庭。
夫と妻の協力の賜物です。

おじいちゃんとおばあちゃんへ
　はたけで野さいを作ってくれ
てありがとう。キュウリのサラ
ダがおいしかったです。

津田　朱里より
（北郷小3年　津田　朱里）

おじいちゃん、おばあちゃんの
作った野菜が私たちの栄養にな
るという幸せ。

地域の人へ
　何でも「やってみ」と言って
くださったおかげで私は勇気と
希望がわいてきます。

笠松　青夏より
（北郷小6年　笠松　青夏）

いつもわが子のように見守りつ
つ、チャレンジさせてくれる地
域の方々。ありがたいです。

バドミントン部の仲間へ
　一生懸命やることの楽しさを
教えてくれてありがとう。今私
は辛い事でも楽しいよ。

内田　早紀より
（勝山中部中3年　内田　早紀）
部活の仲間と共にがんばること
が楽しい。良い仲間と出会えま
したね。

　身近な暮らしの中で感じた感謝の気持ちを３９（サンキュー）文字以内で表した「ありがとうメッセージ」
を募集したところ、1,181点の応募がありました。その中から、優秀賞作品10点をご紹介します。
　入選作品は市ホームページで公開しています。 　問　未来創造課（市役所２階）☎88－1115

※青字は審査員コメント
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平
成
28
年
度
よ
り
、
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
検
診
の
う
ち
、
胃
が
ん

検
診
の
制
度
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
胃
が
ん
検
診
は
胃
Ｘ

線
検
査
（
胃
透
視
検
査
）
の
み
で
し

た
の
で
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
い
人

は
任
意
で
人
間
ド
ッ
ク
に
申
し
込
む
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
５

月
か
ら
は
住
民
検
診
で
も
胃
Ｘ
線
検
査

か
胃
内
視
鏡
検
査
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
年
齢
や
検
査
間
隔
が

同
時
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
年
齢
は
50
歳
以
上
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
40
歳
代
の
人
は
胃
が
ん
検
診
対

象
者
か
ら
外
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
検
診

間
隔
は
２
年
に
１
回
と
な
り
、
胃
が
ん

検
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
胃
Ｘ
線
検
査

を
毎
年
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
翌
年
に
胃
Ｘ
線

検
査
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

40
歳
代
が
胃
内
視
鏡
検
診
の
対
象
か

ら
外
れ
た
の
は
、
40
歳
代
の
胃
が
ん
が

減
少
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

「
40
歳
代
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
が
低
い
」

こ
と
に
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
（
ピ

ロ
リ
菌
に
つ
い
て
は
、
広
報
７
月
号
の

Ｊ
‐
ｃ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
参
照
）。
ま
た
、
内

視
鏡
検
査
が
２
年
に
１
回
と
隔
年
な
の

は
、「
ピ
ロ
リ
感
染
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
健
常
者
で
は
、
胃
が
ん
の
発
生
率
が

低
い
」
と
い
う
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
の

こ
と
で
す
。
決
し
て
、
胃
が
ん
検
診
の

縮
小
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤
解
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

胃
が
ん
検
診
で
は
胃
が
ん
を
発
見
す

る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
慢
性
胃
炎
は

経
過
観
察
と
通
知
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

慢
性
胃
炎
の
多
く
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が

原
因
な
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を
確
認
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
感
染

は
胃
が
ん
発
生
の
原
因
の
一
つ
な
の
で
、

除
菌
治
療
は
胃
が
ん
予
防
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
除
菌
し
た
か
ら
胃
が
ん

の
心
配
は
な
い
と
考
え
る
の
は
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。「
除
菌
後
も
10
年
程
度
は

胃
が
ん
発
症
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
除
菌
後
も
定
期
的
な
内

視
鏡
検
査
を
住
民
検
診
ま
た
は
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
（
住
民
検
診
）

検 

査
項
目
▼
内
視
鏡
検
査
ま
た
は
Ｘ
線

検
査
（
バ
リ
ウ
ム
胃
透
視
）

対
象
年
齢
▼
50
歳
以
上

受
診
間
隔
▼
２
年
に
１
回

問　

健
康
長
寿
課　

☎
87
‐
0
8
8
8

胃がん検診 JCHOJCHO-JCHO福井勝山総合病院
健康管理センター長　土山　智邦 ColumnColumn

国
体
・
実
行
委
員
会
総
会

　

10
月
26
日
、
教
育
会
館
に
て
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
向
け
た
勝
山
市
実
行
委
員
会
、
第

２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

専
門
委
員

会
を
通
じ
て

常
任
委
員
会

で
審
議
可
決

さ
れ
た
、
各

種
計
画
の
報

告
や
事
業
計

画
、
予
算
に

つ
い
て
承
認

い
た
だ
き
ま

し
た
。

勝
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル２

０
１
６

　

10
月
30
日
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
平

成
30
年
に
開
催
さ
れ
る
「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
」
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

勝
山
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
を
盛
り
上

げ
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
勝
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
６
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
内
で
は
ス
ポ
ー
ツ
体
験

と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ク
レ
ー
射
撃
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

綱
引
、パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
―
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
ほ
か
、
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
ガ
ー
と

フ
ラ
ワ
ー
タ
ワ
ー
作
り
、
ウ
エ
ル
カ
ム

ボ
ー
ド
の
作
成
な
ど
、ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
参
加
者
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
市
内
を
周
遊
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

問 　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
国

体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
） ☎
88
‐
８
１
２
７

クレー射撃体験

綱引体験

バドミントン体験

はぴねすダンス

―今年から制度が
変更になりました―
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環境保全活動を学ぶ
～かつやま環境フォーラム2016を開催～

問　環境政策課（市役所２階）☎88－8104

　

11
月
12
日
、
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
す
こ
や
か
に
お
い
て
「
か
つ

や
ま
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

６
」
を
開
催
し
、
市
民
な
ど
１
２

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
冒
頭
の
平
成
28
年

度
勝
山
市
エ
コ
環
境
都
市
推
進
活

動
表
彰
式
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
へ
花
苗
を
配
布
す
る
な
ど
地

域
の
環
境
美
化
活
動
や
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
野
向
小

学
校
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
は
、
小
中
学
校
が
実

践
し
て
い
る
環
境
活
動
の
発
表
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
基
調
講
演
で
は

伊
藤
親
臣
氏
（
雪
だ
る
ま
財
団

チ
ー
フ
ス
ノ
ー
マ
ン
）
が
雪
の
魅

力
や
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ
の

可
能
性
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
松
文
保

育
園
児
、
む
ろ
こ
女
性
の
会
ひ
よ

こ
ク
ラ
ブ
、
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル

て
ん
と
う
む
し
が
「
虫
の
声
」
な

ど
秋
の
童
謡
を
歌
い
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

野向小学校を代表して表彰を受ける山内芽生さん（6年、野向小学校を代表して表彰を受ける山内芽生さん（6年、
写真中央）と有島直孝教頭（同右）写真中央）と有島直孝教頭（同右）

エ
コ
表
彰
は
野
向
小
が
受
賞

雪
の
可
能
性
を
紹
介

伊藤親臣氏

エンディングの様子 事例発表の様子

中部縦貫自動車道のランプ中部縦貫自動車道のランプ＊＊を切り替えますを切り替えます
切替日▶12月下旬（予定）
　　　　※切替日は現地に予告看板を設置します
変更箇所▶中部縦貫自動車道（永平寺大野道路）
　　　　　吉田郡永平寺町大月～浅見～牧福島
変更概要▶ 中部縦貫自動車道の上志比ＩＣのランプ

を対面通行から分離通行に変更

　現在、国土交通省において、中部縦貫自動車道（永
平寺大野道路）の工事を実施しております。今後の
工事に伴い、右図のとおり上志比ＩＣにて福井向き
ランプを対面通行から分離通行に切り替えます。
　ご利用の皆さまには、ご迷惑をお掛けしますが、
引き続き工事へのご理解とご協力をお願いいたしま
す。

　＊交差する道路同士を接続するための連結道路

　勝山ＩＣから福井方面へ向かう際には、周辺の案
内標識などに従って、十分に注意して通行されます
よう、お願いいたします

問　近畿地方整備局福井河川国道事務所工務第２課
☎0776－35－2661

至勝山
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祝！4万人突破
■11月23日　かつやま恐竜の森

　恐竜化石発掘体験に参加した方が平成28年度にお
いて初めて4万人を突破しました。4万人目となった
大阪府の五島さん一家に記念品をプレゼントしまし
た。

国史跡白山平泉寺旧境内を守る
■11月20日　平泉寺

　平泉寺白山神社から出火との想定で、地元自衛消
防隊や消防分団、消防署による火災防御訓練が実施
されました。終了後、この度設置したパッケージ型
消火器の操作説明が行われ、初期消火での活用が期
待されます。

祝！開通！
■11月６日　鹿谷町・遅羽町・荒土町

　一般県道勝山インター線（勝山恐竜橋）の開通式
が行われました。橋の渡り初めと同時にウォーキン
グも行われ、市民総出で完成を祝いました。

河川愛護活動に一役
■11月20日　北郷小学校

　九頭竜川・北川水系河川水質汚濁防止連絡協議会
より、北郷小学校がオリジナルのゴミ袋のデザイン
画の作成を依頼され、採用されたデザイン画を作成
した児童が代表として感謝状を受賞しました。

落語で分かりやすく
■11月19日　すこやか

　かつやま‘のぞみフェスタ’が開催されました。
式典の後、「共同参画で四角じゃない丸い社会」とい
う演題で落語家の笑福亭松枝さんの落語を交えなが
らの講演会がありました。

「山口　茜」選手2016報告会「山口　茜」選手2016報告会

　どなたでも参加できます。茜ちゃん躍進の年と
なった2016年をみんなで振り返りましょう。
と　き▶12月26日㈪　午後6時30分
ところ▶市民会館　大ホール
問　国体・スポーツ課（ジオアリーナ内）
　　☎88－8127
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
福
井
よ
り
寄
付

　

テ
ン
ト
２
張
り
を

寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

越
前
信
用
金
庫
よ
り

寄
付

　

環
境
活
動
支
援
に

15
万
円
を
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
公
財
）
福
井
銀
行

教
育
福
祉
財
団
よ
り

寄
付

　

市
内
３
中
学
校
に

教
育
機
材
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第34回福井県交通安全県民大会
福井県知事表彰

　11月11日に福井市内で開催された見出しの
大会で、勝山交通安全協会の西脇吉胤さん（荒
土町新保）と勝山市交通指導員の山内徳人さ
ん（鹿谷町保田）が、交通安全功労者として
福井県知事表彰を受賞されました。

表彰状を受け取る山内徳人さん

　

市
で
は
次
の
嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
要
項
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

採
用
要
件
▼

• 

64
歳
以
下
の
方
（
平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
）

• 

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

雇
用
予
定
日
▼
４
月
３
日
㈪

申
込
締
切
▼
１
月
27
日
㈮

児
童
厚
生
員
（
１
人
）

業 
務
内
容
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
利
用

児
童
へ
の
生
活
指
導
、
遊
び
の

企
画
・
実
施
を
通
じ
た
児
童
の

健
全
育
成
、
施
設
管
理
な
ど

追
加
採
用
要
件
▼

• 

勝
山
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

• 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
保
育
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士

資
格
を
有
す
る
者
、
②
高
卒
で

２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従

事
し
た
者
、
③
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教

諭
資
格
を
持
つ
者
、
④
大
学
で

社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育

学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体
育

学
の
学
科
を
卒
業
し
た
者

※ 

履
歴
書
と
共
に
証
明
書
類
を
提

出
す
る
こ
と

勤
務
先
▼
市
内
児
童
セ
ン
タ
ー

※ 

採
用
時
に
勤
務
場
所
を
決
定
、

異
動
あ
り

勤 

務
日
▼
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

•
月
〜
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時

•
土
曜
日
、
小
学
校
長
期
休
業
中

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
の
う
ち

７
時
間
45
分

賃　

金
▼
14
万
２
４
０
０
円

申 
・
問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ

や
か
内
）
☎
87
‐
０
７
７
７

介
護
認
定
調
査
員
（
２
人
）

業 

務
内
容
▼
介
護
保
険
認
定
調
査

業
務
に
関
す
る
こ
と

追
加
採
用
要
件
▼

• 

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

ま
た
は
看
護
師
の
資
格
を
有
す

る
方
で
今
後
介
護
支
援
専
門
員

資
格
試
験
を
受
験
し
て
い
た
だ

け
る
方

勤
務
先
▼
す
こ
や
か

勤 

務
日
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

勤
務
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
45
分

賃　

金
▼
16
万
３
４
０
０
円

（
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
）

　
　
　
　

15
万
７
５
０
０
円

（
看
護
師
）

申 
・
問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や

か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

「
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ

「
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ

き
ろ
う
！
」
全
国
共
同

き
ろ
う
！
」
全
国
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

忘
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

食
事
の
と
き
、
子
ど
も
に
は
「
残

し
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
言
い
な
が
ら
、

大
人
の
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
は
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
べ
物
を
粗
末
に
せ
ず
、
忘
・
新

年
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

宴
会
で
の
食
べ
き
り
のポ

イ
ン
ト

● 

人
数
や
性
別
・
年
齢
層
に
応
じ

た
適
量
注
文

● 

食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
仲
間
で

分
け
合
う

● 

そ
れ
で
も
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

料
理
は
、
お
店
に
確
認
し
て
持

ち
帰
る

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

勝
山
市
嘱
託
職
員
募
集
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　小枝さんは、石川県加賀市の出身で鳥取県の大
学で機械工学を学び卒業して、平成27年４月に㈱
フクタカに入社しました。現在、プレス機械を操
作して、自動車の部品を製造しています。
　㈱フクタカに入社したきっかけは、㈱フクタカ
が大学に会社ＰＲを行っていた時に目にとまったこ
とと、機械系のものづくり関係の会社に就職した
かったからだそうです。
　入社してしばらくは加賀市の実家から車で通勤
していましたが、平成28年１月に冬に備えて勝山
に移住し一人暮らしを始めたそうです。雪は加賀
市出身で大学も鳥取県ということもあり、あまり
心配はしていませんでした。
　また、勝山の印象は、山が近くにある、自然や
動物がいっぱい、生活には困らない、という一方

で遊べるところはないなということでした。休みの
日はウォーキングをしながら市内散策をよくする
そうです。
　まず与えられた仕事をきっちりする、将来は、
作っている部品の生産管理や技術系の仕事をして
みたいと語っていただきました。

出会い・ふれあい
小　枝　昂

こう
　喜

き
 さん（26）

＝片瀬町１＝

元
正
天
皇
御お

歯は

髪が
み

塔
念
碑そ

の
１

　

こ
の
碑
は
市
の
史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
て

い
る
平
泉
寺
町
の
平
泉
寺
墓
地
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。
来
年
は
白
山
開
基
１
３
０
０
年
に
当
た

り
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
関
係
自
治
体
で

は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
白
山
を
開
い
た
の
は
泰
澄
大
師
だ
が
、

大
師
は
元
正
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
元
正
天
皇
御
歯
髪
塔
は

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
に
平
泉
寺
町
の
字
向

三
昧
に
修
補
さ
れ
た
。

　

碑
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
側
面
）

　

皇
紀
二
千
六
百
年
七
月
二
十
日
奉
修
之

（
側
面
）

　

元
正
天
皇
勅
願
所　

霊
應
山
平
泉
寺

　
　
　
　
　

呉
石　
　

西
脇　

静　

謹
書

　

地
元
住
民
は
古
来
よ
り
こ
の
地
を
「
御
歯
髪

さ
ん
」
と
称
し
、
高
貴
な
方
の
お
墓
が
あ
っ
た

場
所
と
し
て
畏
れ
て
近
寄
ら
ず
保
存
さ
れ
て
き

た
。
竹
内
鉄
也
（
広
報
平
成
27
年
１
月
号
の
石

碑
探
訪
で
紹
介
）
ら
は
、
平
泉
寺
を
開
基
し
た

泰
澄
大
師
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
元
正
天
皇
の

御
歯
髪
と
考
え
た
。
こ
う
し
て
当
地
に
御
歯
髪

塔
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
は
平
泉
寺
中
興
顕
海
上
人
の
３
５
０

年
遠
忌
に
当
た
り
、
前
年
か
ら
奉
賛
会
が
結
成

さ
れ
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
御
歯
髪
塔
修
復
計
画
も

立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は
皇
紀
２
６
０

０
年
に
も
当
た
っ
て
い
た
た
め
平
泉
寺
村
を
あ

げ
て
の
一
大
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

総
予
算
は
当
時
の
お
金
で
６
千
円
余
、
内
４

千
円
は
村
で
残
り
は
他
府
県
他
市
町
村
か
ら
寄

附
を
募
り
、
村
長
の
中
村
季
二
と
平
泉
寺
執
事

の
竹
内
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
は
進
め
ら
れ
た
。

砂
防
工
事
中
に
石
工
が
１
か
月
休
業
す
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
平
泉
寺
村
民
の
勤
労

奉
仕
も
あ
り
よ
う
や
く
工
事
は
完
成
し
た
。

　

大
遠
忌
大
法
会
は
顕
海
寺
に
お
い
て
７
月
20

日
・
21
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
県
内
天
台
寺

院
20
か
寺
が
参
加
し
厳
修
さ
れ
た
。
１
日
目
の

午
前
中
は
元
正
天
皇
御
歯
髪
塔
奉
修
落
慶
御
法

要
、
午
後
は
皇
紀
２
６
０
０
年
慶
讃
法
要
、
翌

日
の
午
前
中
は
元
正
天
皇
１
２
０
０
年
御
聖
忌

御
法
要
、
午
後
は
中
興
顕
海
上
人
３
５
０
回
御

遠
忌
厳
修
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
法
要
も
稚

児
、
音
楽
入
り
と
あ
り
稚
児
の
舞
が
演
じ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
号
で
は
、
近
く
に
建
つ
御
歯
髪
塔
奉
修
記
念

碑
と
顕
海
上
人
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

石
碑探

訪

石
碑探

訪43
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月
に
１
回
、
自
分
や
家
族
の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
体
重
、
血

圧
、
便
通
、
食
欲
、
睡
眠
は
健
康
度

を
示
す
指
標
に
な
り
ま
す
。

◎
家
庭
で
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

「
体
重
測
定
」

　

自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
身
長
と
体
重
の
バ
ラ
ン
ス
は
Ｂ

Ｍ
Ｉ
と
い
う
値
で
確
認
で
き
ま
す
。

毎
日
測
る
習
慣
を
持
ち
、
体
重
の
変

化
に
あ
わ
せ
て
食
事
量
、
運
動
量
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

「
血
圧
測
定
」

　

血
圧
が
安
定
し
て
い
る
と
脳
血
管

疾
患
、
心
疾
患
の
リ
ス
ク
が
低
く
な

り
ま
す
。

　

血
圧
は
１
日
の
中
で
変
動
し
ま
す

の
で
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
測
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

朝
で
あ
れ
ば
起
床
後
１
時
間
以
内

の
食
事
前
、
夜
で
あ
れ
ば
食
事
や
入

浴
か
ら
１
時
間
以
上
経
っ
た
就
寝
前

が
お
す
す
め
で
す
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第12条「毎月21日は、健康の日」第９回

件数内訳 平成28年11月末 前年比

総件数 ３８２件 －１８件

人身事故
（うち高齢者）

１５件
（４）

－１３件
（－６）

死　者
（うち高齢者）

２人
（１）

０人
（－１）

傷　者 １５人 －１８人

物損事故 ３６７件 －５件

12月の納税

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,556人 6 －23 －17 10 －13 －3 11,536人 －20人
女 12,641人 5 －17 －12 18 －25 －7 12,622人 －19人
合　計 24,197人 11 －40 －29 28 －38 －10 24,158人 －39人
世帯数 8,011世帯 8,015世帯 4世帯

人口の動き

固定資産税▶第３期　
納期限12月26日㈪　口座振替▶12月22日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「親子で恐竜クリスマスリースを
つくろう！」

12月11日㈰
恐竜ふれあい教室

「化石のペーパーウェイトを
つくろう」

12月18日㈰
博物館自然教室

「翼を手に入れた恐竜たち」１2月25日㈰
博物館セミナー

「ミクロの世界」１月８日㈰
博物館自然教室

12月14日㈬、12月28日㈬～1月2日㈪、
１月11日㈬

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　11月の湯ったり
の日には、マイス
テージでタイル
アート作りをしま
した。色合いやデ
ザインなど個性が
出る作品に仕上がり、参加した方は楽しめて満
足した様子でした。
　マイステージ出場者、ギャラリーに作品展示
したい方を随時募集しています。お気軽にお問
い合わせください。
申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

ＢＭＩの計算方法

ＢＭＩ=　　 体重（㎏）
　　　　身長（m）×身長（m）
日本肥満学会の判定基準
　18.5未満　低体重（やせ型）
　18.5 ～ 25未満　普通体重
　25～ 35未満　肥満
　35以上　高度肥満

日本高血圧学会の
家庭血圧目標値

75歳未満の方
　135/85mmHg未満
75歳以上の方
　145/85mmHg未満


